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弔　辞　菱木昭八朗先生を送る
　菱木先生，こんなに早く，しかも突然に，お別れの言葉を述べなければならない
とは思いもしませんでした。いつもの語り口である「日髙君やあ」という先生の声
が，いまでも聞こえてきそうです。４月下旬頃だったと思いますが，電話口で「最
近，スウェーデンの行刑法の改正があったんだけど，日本法ではどうなっているん
だ。日本語のテクニカルタームと平仄を合わせたいんだけどね。」といういつもの
鋭い質問を受けました。私にとって，これが先生の最後の言葉でした。微熱が続い
ているというのに，なお研究に打ち込まれているのかと感激しましたが，「研究者
たる者どんな状況にあっても自分の研究を捨てはいけない」という最後の教えだっ
たように思います。
　私が菱木先生と初めてお目にかかったのは，大学１年の時でした。ストックホル
ム大学の留学から帰国された先生は，若さあふれる37歳の助教授でした。法学研究
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会の顧問をされていた先生は，新入部員の私達を相手に，夏休み明けから，法思想
史のゼミを開かれました。その時，スウェーデンの原書を手にされた先生となまい
きにも，楽しく議論したことは未だに忘れられません。グロッサトーレン，カノン
法，自然法論，プラグマティズム法学，ウプサラ学派などといった言葉が走馬燈の
ごとく駆けめぐります。法解釈学の基盤に法思想を据え，時代の思潮の流れの中で
法解釈のあり方を決めていくという法学方法論は，元をたどれば，菱木先生から教
わったことになります。しかも，早くも大学１年の時にです。以来，38年の間，親
しく付き合っていただき，いろんなことを教えていただきました。誠に深い縁だっ
たと思います。
　先生は，わが国におけるスウェーデン法研究の第一人者であることは誰しも認め
るところです。先生の研究に対する姿勢は，権威に屈せず，自分は権威ばらず，常
に真摯でした。むしろ，学者ばったところがないというのが先生のスタイルだった
ように思います。先生は，専修大学で育ったことに誇りを持ち，私学に対する荒波
に対しては，反骨精神をもって臆することなく臨まれました。このことは，私達に
とって，勇気の出ることでした。また，学生に対しては，親身になって面倒を見て
こられましたので，先生の人柄に魅せられ，卒業後も先生と長きにわたって師弟の
お付き合いをしている者は，葬儀委員長をつとめている宮岡弁護士をはじめしとし
て，相当の数にのぼります。その誰もが，今，先生との永久の別れに，深い悲しみ
に暮れています。
　先生は，ストックホルム大学，ウプサラ大学に度々留学され，スウェーデン法に
ついての偉大な研究業績を残され，ウプサラ大学から名誉法学博士号を授与されま
した。このことは，専修大学で研究する者にとっても，嬉しいことであり，かつ模
範とすべきことでありました。先生の光る研究業績は，今後も異彩を放ち，先生の
トレードマークでありました蝶ネクタイの姿は，先生らしい研究者の姿として私達
の瞼の中に生き続けるでしょう。
　未だ先生から受けた学恩と温情に応えることのできないまま，永久のお別れをし
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なければならないのは，断腸の思いです。残された者としては，先生の優しい笑い
顔が目に焼き付いていることを救いとして，悲しみを乗り越え，先生が慈しんだ家
族を見守り，先生が40年を越えて在職され愛された母校専修大学の発展のために尽
力したいと思います。菱木先生，先生の魂は私達の心の中に生きています。天国の
花園に安らかに旅立たれますことを祈りながら，惜別の辞と致します。
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